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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスを動作させる方法であって、
　近隣ノードの数を推定すること（９０２）と、
　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を決
定すること（９０４）と、
　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムスロ
ット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定すること（９０６）とを備
える方法（９００）。
【請求項２】
　前記近隣ノードは、前記通信リソースにおけるその同時送信が前記ワイヤレスデバイス
に干渉しているか、または、前記ワイヤレスデバイスによって干渉されているノードであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記近隣ノードの数は、通信ピアからの距離に基づいて推定される、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記近隣ノードの数を推定するために、ワイヤレス媒体を監視することをさらに備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記監視することは、送信要求、送信要求応答、データ、またはページングのうち、少
なくとも１つにおけるものである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　複数のノードから、ワイヤレス媒体におけるエネルギーを測定することと、
　前記測定されたエネルギーを、エネルギー閾値と比較して、前記エネルギー閾値よりも
高いエネルギーを有する、前記複数のノード内の近隣ノードのセットを決定することとを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
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　複数のノードから信号を受信することと、
　前記受信された信号に基づいて、前記近隣ノードを決定することとをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記媒体アクセス優先度は、リンク識別情報、ノード識別情報、および、現在のタイム
スロットインデックスのうち、少なくとも１つの関数である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記媒体アクセス優先度は、擬似乱数である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、値を決定
することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定す
ることは、前記値と閾値の比較にさらに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、確率を決
定することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定
することは、前記確率に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法は、前記現在のタイムスロット内の前記近隣ノードの媒体アクセス優先度を決
定することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定
することは、前記近隣ノードの前記決定された媒体アクセス優先度にさらに基づく、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スケジューリング制御信号は、送信要求または送信要求応答のうち１つである、請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　近隣ノードの数を推定するための手段（１００２）と、
　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を決
定するための手段（１００４）と、
　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムスロ
ット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定するための手段（１００６
）とを備える装置（１００）。
【請求項１５】
　ワイヤレスデバイスにおけるコンピュータプログラム製品であって、
　　実行されたとき、前記ワイヤレスデバイスに、請求項１から１３のいずれか一項に記
載の方法を実行させるコード
　を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　以上の説明は、本明細書で説明された様々な態様を、当業者が実行できるようにするた
めに提供される。これらの態様に対する様々な変更が当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用することができ得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、言語的主張に矛盾しな
い最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、明確にそう明記され
ていない限り、「ただ１つの」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複
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数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわ
たって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により
本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細
書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されてい
るかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素
が「手段」という語句を使用して明白に具陳されていない限り、または方法クレームの場
合には、その要素が「ステップ」という語句を使用して具陳されていない限り、米国特許
法第１１２条第６項の規定に基づいて解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスデバイスを動作させる方法であって、
　近隣ノードの数を推定することと、
　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を決
定することと、
　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムスロ
ット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定することとを備える方法。
［Ｃ２］
　前記近隣ノードは、前記通信リソースにおけるその同時送信が前記ワイヤレスデバイス
に干渉しているか、または、前記ワイヤレスデバイスによって干渉されているノードであ
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記近隣ノードの数は、通信ピアからの距離に基づいて推定される、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記近隣ノードの数を推定するために、ワイヤレス媒体を監視することをさらに備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記監視することは、送信要求、送信要求応答、データ、またはページングのうち、少
なくとも１つにおけるものである、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　複数のノードから、ワイヤレス媒体におけるエネルギーを測定することと、
　前記測定されたエネルギーを、エネルギー閾値と比較して、前記エネルギー閾値よりも
高いエネルギーを有する、前記複数のノード内の近隣ノードのセットを決定することとを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　複数のノードから信号を受信することと、
　前記受信された信号に基づいて、前記近隣ノードを決定することとをさらに備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記媒体アクセス優先度は、リンク識別情報、ノード識別情報、および、現在のタイム
スロットインデックスのうち、少なくとも１つの関数である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記媒体アクセス優先度は、擬似乱数である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記方法は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、値を決定
することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定す
ることは、前記値と閾値の比較にさらに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記方法は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、確率を決
定することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定
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することは、前記確率に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記方法は、前記現在のタイムスロット内の前記近隣ノードの媒体アクセス優先度を決
定することをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを前記決定
することは、前記近隣ノードの前記決定された媒体アクセス優先度にさらに基づく、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記スケジューリング制御信号は、送信要求または送信要求応答のうち１つである、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　近隣ノードの数を推定するための手段と、
　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を決
定するための手段と、
　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムスロ
ット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定するための手段とを備える
装置。
［Ｃ１５］
　前記近隣ノードは、前記通信リソースにおけるその同時送信が前記装置に干渉している
か、または、前記装置によって干渉されているノードである、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記近隣ノードの数は、通信ピアからの距離に基づいて推定される、Ｃ１４に記載の装
置。
［Ｃ１７］
　前記近隣ノードの数を推定するために、ワイヤレス媒体を監視するための手段をさらに
備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記監視は、送信要求、送信要求応答、データ、またはページングのうち、少なくとも
１つにおけるものである、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　複数のノードから、ワイヤレス媒体におけるエネルギーを測定するための手段と、
　前記測定されたエネルギーを、エネルギー閾値と比較して、前記エネルギー閾値よりも
高いエネルギーを有する、前記複数のノード内の近隣ノードのセットを決定するための手
段とをさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］
　複数のノードから信号を受信するための手段と、
　前記受信された信号に基づいて、前記近隣ノードを決定するための手段とをさらに備え
る、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記媒体アクセス優先度は、リンク識別情報、ノード識別情報、および、現在のタイム
スロットインデックスのうち、少なくとも１つの関数である、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記媒体アクセス優先度は、擬似乱数である、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記装置は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、値を決定
するための手段をさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定
するための前記手段は、前記値と閾値の比較にさらに基づく、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記装置は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、確率を決
定するための手段をさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを決
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定するための前記手段は、前記確率に基づく、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記装置は、前記現在のタイムスロット内の前記近隣ノードの媒体アクセス優先度を決
定するための手段をさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを決
定するための前記手段は、前記近隣ノードの前記決定された媒体アクセス優先度にさらに
基づく、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記スケジューリング制御信号は、送信要求または送信要求応答のうち１つである、Ｃ
１４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレスデバイスにおけるコンピュータプログラム製品であって、
　　近隣ノードの数を推定することと、
　　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を
決定することと、
　　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムス
ロット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定することと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
［Ｃ２８］
　前記近隣ノードは、前記通信リソースにおけるその同時送信が前記ワイヤレスデバイス
に干渉しているか、または、前記ワイヤレスデバイスによって干渉されているノードであ
る、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記近隣ノードの数は、通信ピアからの距離に基づいて推定される、Ｃ２７に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記近隣ノードの数を推定するために、ワイヤレス媒体
を監視するためのコードをさらに備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　前記監視するためのコードは、送信要求、送信要求応答、データ、またはページングの
うち、少なくとも１つを監視する、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　複数のノードから、ワイヤレス媒体におけるエネルギーを測定することと、
　前記測定されたエネルギーを、エネルギー閾値と比較して、前記エネルギー閾値よりも
高いエネルギーを有する、前記複数のノード内の近隣ノードのセットを決定することとを
行うためのコードをさらに備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　複数のノードから信号を受信することと、
　前記受信された信号に基づいて、前記近隣ノードを決定することと
を行うためのコードをさらに備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３４］
　前記媒体アクセス優先度は、リンク識別情報、ノード識別情報、および、現在のタイム
スロットインデックスのうち、少なくとも１つの関数である、Ｃ２７に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ３５］
　前記媒体アクセス優先度は、擬似乱数である、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ３６］
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　前記コンピュータ可読媒体は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基
づいて、値を決定するためのコードをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送信
するかどうかを決定するための前記コードは、前記値と閾値の比較に基づいて前記決定を
行う、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３７］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基
づいて、確率を決定するためのコードをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送
信するかどうかを決定するための前記コードは、前記確率に基づいて前記決定を行う、Ｃ
２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記現在のタイムスロット内の前記近隣ノードの媒体ア
クセス優先度を決定するためのコードをさらに備え、前記スケジューリング制御信号を送
信するかどうかを決定するための前記コードは、前記近隣ノードの前記決定された媒体ア
クセス優先度に基づいて前記決定を行う、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］
　前記スケジューリング制御信号は、送信要求または送信要求応答のうち１つである、Ｃ
２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　近隣ノードの数を推定することと、
　　現在のタイムスロット内で通信リソースにアクセスするための媒体アクセス優先度を
決定することと、
　　前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、前記現在のタイムス
ロット内でスケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定することと
　を行うように構成された処理システムを備える装置。
［Ｃ４１］
　前記近隣ノードは、前記通信リソースにおけるその同時送信が前記装置に干渉している
か、または、前記装置によって干渉されているノードである、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記近隣ノードの数は、通信ピアからの距離に基づいて推定される、Ｃ４０に記載の装
置。
［Ｃ４３］
　前記処理システムは、前記近隣ノードの数を推定するために、ワイヤレス媒体を監視す
るようにさらに構成される、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記処理システムは、送信要求、送信要求応答、データ、またはページングのうち、少
なくとも１つを監視するように構成される、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記処理システムは、
　複数のノードから、ワイヤレス媒体におけるエネルギーを測定することと、
　前記測定されたエネルギーを、エネルギー閾値と比較して、前記エネルギー閾値よりも
高いエネルギーを有する、前記複数のノード内の近隣ノードのセットを決定することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記処理システムは、
　複数のノードから信号を受信することと、
　前記受信された信号に基づいて、前記近隣ノードを決定することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記媒体アクセス優先度は、リンク識別情報、ノード識別情報、および、現在のタイム
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スロットインデックスのうち、少なくとも１つの関数である、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記媒体アクセス優先度は、擬似乱数である、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記処理システムは、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、
値を決定するようにさらに構成され、前記処理システムは、前記値と閾値の比較に基づい
て、前記スケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定するように構成される、Ｃ
４０に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記処理システムは、前記近隣ノードの数と、前記媒体アクセス優先度とに基づいて、
確率を決定するようにさらに構成され、前記処理システムは、前記確率に基づいて、前記
スケジューリング制御信号を送信するかどうかを決定するように構成される、Ｃ４０に記
載の装置。
［Ｃ５１］
　前記処理システムは、前記現在のタイムスロット内の前記近隣ノードの媒体アクセス優
先度を決定するようにさらに構成され、前記処理システムは、前記近隣ノードの前記決定
された媒体アクセス優先度に基づいて、前記スケジューリング制御信号を送信するかどう
かを決定するように構成される、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記スケジューリング制御信号は、送信要求または送信要求応答のうち１つである、Ｃ
４０に記載の装置。
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